
２０２３年度「もくせいサテライト教室」（１１月）を開催しました。             

   

  
 

１１月１４日（火）、石ヶ谷公園内にある明石乗馬協会において、「もくせいサテライト教室（乗馬

体験）」を開催しました。今回は、定員の２５名を超える申し込みがあり、たくさんの児童生徒が参

加し、活動することができました。また、保護者も１４名参加しました。そして、参加児童生徒が通う

学校の先生が３名、活動の様子を見に来てくださいました。 

開講式では、乗馬協会スタッフの方の紹介があり、その後、２グループに分かれ、「乗馬体験」と

「馬車・馬とのふれあい体験」を交代で行いました。 

「乗馬体験」では、思っていたよりも高い馬の背中を見て、最初は緊張したり、怖がったりしてい

る様子でした。しかし、スタッフの方のアドバイスを受けながら体験していく中で、姿勢よく乗馬し、

馬上で笑顔を見せることができるようになりました。体験を終えると、馬の体を撫でたり、馬に「あ

りがとう」と声をかけたりしている姿が見られました。 

「馬車・馬とのふれあい体験」では、まず、馬車体験をしました。馬車を操縦したい子は全員その

体験もしました。参加者や保護者を数名同乗し、乗馬協会の隣の公園内を馬車で走りました。初めて

馬車に乗る子も多く、気持ちよく風を感じていました。馬車体験終了後は、馬の毛をブラッシングす

るなどして、馬とふれあいました。より馬への愛着が深まっていました。 

昼食は、公園でお弁当を食べ、その後は鬼ごっこや長繩、ドッジビーをして体を動かしている子も

いました。初めて会う参加者同士での交流も見られました。 

２つのプログラムの終了後には、馬への感謝の気持ちとして、「人参やり」を行いました。人参を

あげた後、馬の頬を撫で、別れを惜しむ参加者が多くいました。 

閉講式では、参加者全員でお世話になった乗馬協会の方へお礼を言いました。 

今年度の「もくせいサテライト教室」はあと３回を計画しています。１２月、１月、２月は「明石

市立少年自然の家」で行う予定です。 

 

“学校に行きたいけれど行けない”、“家にとじこもりがちで外に出る機会があまりない”、“校内支援

教室や別室登校している”という子どもたちとその保護者で参加を希望される方は、小中学校に配付

している所定の用紙、または明石市教育委員会ＨＰの「不登校対策：もくせいサテライト教室」から

ダウンロードした用紙に必要事項を記入し、家庭または学校からＦＡＸでお申し込みください。参加

費は無料（ただし、現地までの交通費は自己負担）で、定員は先着順２０名程度です。 

【教育委員会事務局 児童生徒支援課】 


